
SDGsへの取り組み

令和3年10月26日版

新太平洋建設株式会社
※北海道SDGs推進ネットワークに会員登録されました。
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/SDGs/network.htm



SDGs （持続可能な開発目標）
• 新太平洋建設（株）の企業活動にあたっては、社会通念に沿った行動を通じて、
良き企業市民として社会的責任（CSR)を果たすことが重要と考えています。

• SDGsは、2015年9月の国連サミットにおいて全会一致で採択され、「誰一人
取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するため、2030年
までを期限とする１７の国際目標を
設定しています。

• 新太平洋建設（株）では、当社事
業と関わりがある７つの国際目標に
取り組んでいます。
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新型コロナウィルスとの共生

• 新型コロナウィルスへの感染対策として「新しい生活様式」への取り組み
が求められており、一市民・一企業として感染対策に立ち向かうためには、
国際的視点に立って協働して取り組むSDGsの考えにも共通しています。

• 仕事を通して環境や社会課題の解決に貢献することは、社員の働く意識向上
と会社の活性化にも繋がることとなります。
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あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を
確保し、福祉を促進する

• インフルエンザと新型コロナによる同時感染を防止するため、今年も社員と
家族へのインフルエンザ予防接種費用を会社で負担しています。

• 9/2からの新型コロナ職域ワクチン接種を10/22に完了しました。

テレビ会議による打合せ

現場事務所での対人間隔の確保

作業員間の一定距離の確保

打合せ時の十分な対人間隔の確保打合せ前の体温計測 マスク着用と消毒の徹底

【新型コロナ対策への取組事例】令和2年度矢臼場築堤河道掘削外工事

３

現場

リモートによる掘削箇所の段階確認
監督支援事務所

写真提供：北海道河川財団



入社1年目から4年目までの研修により人材育成
を行うとともに、生涯学習を指導・支援する

• 1年目からの社内・社外での研修、2年目から先輩社員指導の
下での現場勤務、3年目から資格取得に向けた学習から受験を
指導・支援しています。

• 入社1年から3年目の職員を
対象とした各現場毎の活動報
告と意見交換会を実施してい
ます。

４令和2年10月23日 各現場毎の活動報告と意見交換会

令和2年4月2日 中途採用・入社1年目研修



ジェンダー平等（男女差別の解消）を達成し、
女性能力強化を行う

• 女性技術者の採用を増やすため、当社で
活躍している女性技術者（2名の内、幹部
職員が1名）をパンフレットやホームペー
ジで紹介しています。

• 女性職員による現場安全パト
ロール「けんせつ小町パトロー
ル」（5年目）を実施すること
により、女性目線による５S
（整理、整頓、清潔、清掃、
しつけ）活動を推進しています。 ５令和2年９月16日

菊川品質・環境管理室⾧建築部 鎌田さん

令和3年10月13日



強靭（レジリエント）なインフラ構築とイノ
ベーション（新たな技術革新）の推進を図る

• 治水工事により、流域全体による治水安全度の向上に貢献します。また、河川
区域内の工事で洪水対応タイムライン（事前防災行動計画）を実運用すること
により、激甚化・多様化する災害に対するソフト対策を実施しています。

• 道路工事により、北海道特有な広域分散型の地域構造を支える道路ネットワー
クの形成に貢献しています。
• ICT（情報通信技術）を工事の施工で活用することにより、建設現場の生産性
向上と働き方改革を推進しています。

・河道掘削工事と橋梁
新設工事で洪水対応タ
イムラインを実運用

６

令和3年1月北24条大橋架設（札幌市）令和2年7月矢臼場河道掘削（石狩市）



包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続
可能な都市と居住環境を実現する

• 市営住宅などの建築工事により、包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続
可能な都市と居住環境の実現に貢献しています。

• 当社に隣接し多くの観光客や市民が訪れるテレビ塔付近や創成川公園周辺で清掃
や美化活動を行うことにより、持続可能で快適な都市環境に貢献しています。

市営住宅発寒団地（札幌市）

７

創成川公園での清掃（令和2年10月20日）



持続可能な生産と消費の形態を確保することに
より、持続可能な企業体質を構築する

• 生産性向上と働き方改革に繋がるICT（情報通信技術）を各工事現場で実施
しながら、確かな暮らしを支える公共施設を創っています。

• 各工事現場で発生するゴミを分別し、資源のリサイクルを推進することに
より、CO2削減と脱炭素社会の実現に取組んでいます。

ICT施工による道路造成（札幌市）

７

大型分別ゴミ箱の設置（岩見沢市）



気象変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる

• 環境負荷が低い工事車両、Web会議やLED照明を使用することにより、CO2
の削減と省資源・省エネルギーの推進に努め、脱炭素社会の実現に取組んでい
ます。
• 毎年6/1～9/30にクルールビズによる冷房温度を高める省エネを実施しています。

ハイブリット油圧ショベル

2018年2月
ISO14000認証取得

Web会議による打合せ ８



当社の企業行動憲章（業務活動の指針）

① 顧客満足の追求
品質及び環境に配慮した技術開発や設計提案を通じて、建設活動に対する

多様な要請に応えます。

②株主価値の増大
企業価値向上に邁進するとともに、ステークホルダー並びに社会に向けて

公正な企業情報の開示を積極的に行い、透明性の高い企業の実現に努めます。

③社員活力の尊重
社員雇用の維持、人材の育成を行うとともに、人権を尊重し、人を大切に

する企業の実現に努めます。

参１



④社会性の重視
法令、社会規範、国際ルール並びに企業倫理の尊守に対する意識を高めて、

公正、透明、自由な競争並びに適正な取引を行います。また、社会貢献活動
の推進に努め、社会に調和する企業の実現に努めます。

⑤地球環境への貢献
環境の保全、維持、改善に取り組みます。

参２


